






























































では、 「仮ダミ」 「本ダミ」とだけしか書かれていないが ダミ」は「 ビ が転訛 語句と考えられるので、やはり「空」の火葬が行なわれたと推察できる。
農繁期は気温が高く湿気も多い。それゆえ、遺体の腐敗が早く、忙しいからといって、遺体をそのまま置いて
















































































































































































ということになる。享保十四年の記録に比べて、天明三年の総人数が三分の一以下になっている。これは自然減少とは考えにくい。この間に何か災害でもあったのだろうか。下佐波村は輪中である。そのため洪水被害が多かったこ が られる しかしこの間の洪水記録を見ると、










































































































































うに当地は複檀家制 なっている。天明三 七八三）の「宗門帳」 は、下佐波村のすべての人の名前と檀那寺・宗旨、および寺院がある村名が記されている。全員が「真宗」寺院を檀那寺としている。
この「宗門帳」から下佐波村の寺院で檀那寺をみると、隣接する日置江村（現、岐阜市柳津町）の善了寺が




































































































































































































































































ること、 「灰葬」が十四日に行われたと記述されていることからわかる〔三四三頁〕 。このときに用意されたものは、棺桶（一つ） 、輿（一つ） 、くげ（六つ） 、よふ布（一反） 、中菓子（三十二） 、へり り（四枚） 、新莚（五枚） 、小灯篭（十一） 、大灯篭（一つ） 、草履（男二十足、女二十足） 、五合ひしゃく 一本） 、晒木綿（一反） 、上晒布（一反） 、手桶（一つ） 、たらい（一つ） 、ともしまつ、ばん茶（八百匁） 、勝手用としてなすび（九十五） 、よふひしゃく（一本） 、また「外に」として烟草（一丸）となっている。その他、油揚、きゅうり、蝋燭、小厚紙、白檀、松陰、八重桜などが購入されている〔三四一～三四二頁〕 。 「くげ」とは供華のことであろう。
また人足として、 「辰左衛門・喜平次・平左衛門」があげられているが、使いや買い物役として「又吉・仙




















































































































一一四〕 、 「墓所」に火屋が作られ、灰葬後、すぐに埋骨された可能性もある。本史料は支出金額の記録の性格が強いので、具体的な葬儀次第まではわからない。（二） 「仮葬礼」と「斎」
灰葬は翌朝である。そして「右灰葬相済候、夫より三日後被相勤候」として、 「斎」の膳が記されている。そ
の内容については後述するが、詳細に記された史料でありながら、 「仮葬礼」において「斎 についての記述はみられない。このことは何を意味するのだろうか。











































































































































ある寺院である。 「宗門帳」では 方寺を檀那寺 する人は二人だけであるが確認できる。 「本葬礼」も含めて西方寺が中心的役割を果たしたということは、故人の檀那寺が西方 であったためと推察され五、本葬礼（一） 「本葬礼」の内容と関わった人々「仮葬礼」後、一七日などが行われるが、 「六月十二日仮葬之儀は田植之最中
ニ　付延置、二七日当り本葬
ニ　致し












































































































































































本史料から、女性の焼香が確認できる。ただし男子とは別の机 出された形であり、男女の区別は明確になされている。 理などの準備は割り振られているが、 そ ものへの関わりは、男性中心であり、社会への女性の関わりが低いことを示し いるといえよう。（二） 「本葬礼」と寺院「焼香順番」の項に「導師西方寺」とあることから〔三四五頁〕 、 「本葬礼」も西方寺が中心であったことがわかる。 「本葬礼」の礼として「院主
　
金弐百疋」とある〔三四八頁〕 。他の記述から考えるならば、 「院主」は西


















































































































































































とあり、呼んだ人の名前が記され 〔三五〇頁〕 。かなりの人数が呼ばれているが、この記述 次に「遺物所々へ送ル留」があり、形見分けの品々と送った人の名前が記されている〔三五二～三五三頁〕 。このことから、三十五日をもって忌明けとしたことが推察 る。七、 「本葬礼」で「カラダビ」 行われる意味（一） 「仮葬礼」を行った上での「本葬礼」の目的
先に「斎」の有無による違いを示したが、それ以外の違いも認められる。 「仮葬礼」は、農繁期ゆえの措置で
あるとされ、それゆえに簡略化されているといえる。それでも、十分に準備がなされ、僧を呼び、火屋も作られ実際に遺体の火葬が行われた。この点だけみ ならば、普通の葬儀と変わりはないであろう ただし「仮葬礼」と「本葬礼」の違いは、その規模にある いえた。 「仮葬礼」では手伝いにはある程度 人が関わったが、野辺送りは基 的 親族によって ている。一方の 本葬礼」では、焼香の順番もあらかじめ決められ、多くの人物が関わっただけではなく 「仮葬礼」よりも多くの寺院 対 て葬礼後 「礼」が されている つま
二九
「カラダビ」からみる葬儀の意味






















沼・高畑の「仮葬」 「本葬」 （飯豊町での「仮葬」は土葬であり、下佐波と飯豊町とでは、土葬と火葬の違いはあるが）の習俗は同値的であるといえる。問題はなぜ二度の葬礼を行い、二度目の「本葬礼」 「カラダビ」が行われ のかということである。単に農繁期の葬儀 簡略化せざるを得な という生活上の問題だけであろうか。
そもそも「カラダビ」とは何であろうか。 「本葬礼」での「空の棺」の火葬は明らかに、遺体処理を目的とし





池が指摘したように、葬儀が物理的な遺体処理のためのも であるとすれば、遺体処理後に改め 葬礼を行い、しかも儀礼だけではなく 実際に火葬することの説明はつかない。（三） 「カラダビ」習俗
最上孝敬は『霊魂の行方』の中で、 「カラダビ」について何例か紹介し、 「なお残るカラダビ習俗」との節まで





「本葬礼」での「カラダビ」は、霊魂の弔いを目的とすることになる。飯豊町の事例も同じである。下佐波や飯豊町では「農繁期」という生活上の理由から「仮」と「本」に分けた。先に 本葬礼」 仮 礼」よりも規模が大きいことから、社会的な死の顕現化が目的の一つとして捉えら こ を指摘し 。しかし、わざわざ「カ
三一
「カラダビ」からみる葬儀の意味
























江戸時代の先祖も寺に墓がある。しかしそこには遺体はなく、遺体は家の向かい 山のどこかに埋葬されたと伝えられているが、その場は定かではない。近所の人たちも「あの山の、あの辺」と答えるだけで、いたって曖昧である。埋葬地は忘れられてしまい、参るのは参 ことを目的として建 られた墓だけであ 。これらの事例は遺体を祀 べき対象とするとの観念の低さを示し 。
最上も例を引いているが、 「カラダビ」の記録は少ない。最上本人の調査による千葉県栄村（現、匝瑳市）の

















「カラダビ」が行われていたことがわかるが、 「おこなふ時をば」との文言から、常に行われていたわけではないことが推察できる。その条件については不明であ が、おそらく 本史料と同様 農繁期のも ではないか。一方、徳島県の『三好郡誌』には「三野芝生に於け 村中中等以上の家 於ける葬儀執行の方法は死体は葬儀執行
三三
「カラダビ」からみる葬儀の意味











































魂は送るべきものとして考えられてい 事例として捉えられ、今までに出した事例とは順番が逆 あるが、葬儀と魂の処理が別な あることを示すものであるだけではなく、魂の処理は、魂を送ることを意味していことがわかる。また近藤は「死後六日目の夕方、川の水際に立つ人形―死者霊を対象とした葬送儀礼（旧海南町編） 」で、徳島県海南町近辺の「蓑笠人形」を紹介している。 「 笠人形」とは、死後 日目に、簔笠を着せた人形を川原に立てておくものであり、川の増水で流されることが期待されるという のであ 近藤は旧海南町の事例を詳細に報告し いる〔近藤
　
二〇〇七〕 。 「簔笠」は死者の「魂」の旅装束であり、弁当を持たせ、川に流





















村）における「仮葬礼」と「本葬礼」の違いを検討し、 「カラダビ」に着目して葬儀の意味に て検討してきた。ただし本論で用いた史料が下佐波村の実態のすべてを表したものとするのは早計であろう。葬家は庄屋であり、葬礼にかかった費 も莫大である。富裕農民だからこその「仮葬礼」 「本葬礼」の規模の違いである可能性は否定できない。全国的にもこのよう 事例報告は少ない。それでも農繁期には人手が不足する は当然のことであり、だからこそ両者の規模の違いが生じた。それ まず社会的な意味の中で「死」を顕現化 目的として葬儀が行われたと捉えられた。さらに、葬儀の分化や「カラダビ」習俗から、魂の処理が葬儀にけるもう一つの目的であると考えられた。さらに身分的問題 孕んでいることが、葬儀の社会性 および遺体処理を目的とすものではなく、魂の処理を目的とするものであるといえた
本史料では、 「仮葬礼」 、 「本葬礼」のどちらも野辺の送りが行われており、単なる「別れ」として捉える以上
のことが背景にあると考えられる。野辺送りは「火車」が遺体を取りにくるので危険である。だからこそ雨乞の最終手段 されたし、類例も少ない 考 〔林
　
二〇一三〕 。単に「別れ」を意図するだけであれば、そ










来」という意味ではなく、近代に対応した前近代的（近世的）という漠然とした意味において用いていることを断っておく。すると本史料にみる葬礼は二度「死者を「あの 」に送」ったこ になる。 「仮葬礼」が親族を中心に行われたことから、現在でいう「密葬」に比定することができ、すると「本葬礼」は「お別れの会 に比定できることになるだろう。 『橘窓自語』にも「密葬」との語句が使われてい 。農繁期ゆえに、村人全員で「別れ」をす が「仮葬礼」ではできなかった。そのために、村人による「別れの儀式」 て「本葬礼」が行われたと考え もできた。これが社会的な「死」の顕現化として捉えられるものである。森は葬儀を「送り」との文脈で捉えているが、何を送るのかまで言及はない。森が指摘するように 葬礼が 別れ」の 礼となるのは近代とするが、いつをもって「近代」とするのかという問題があるだけではなく 幕末にはすでに 礼に「別れ」のような観念が確認できる〔林
　
二〇一〇・二〇一二〕 。 「食い別れ」の儀礼は、その名称からして「別











かる。これらは仏教的儀礼であり、明らかに仏教の影響を見 ことができる 葬儀は寺院を中心に行わ いたこと ら当然であろう。しか 葬送儀礼をみ いくと、 こ 重層的な「魂」観念を見るこ ができた この重層性はどこからくるのか。一つは仏教である は間違いないだろう。しかし「仏教」と一括りにしてよい かという問題が出てくる。先に紹介 たように、蒲池も真宗と禅宗とでは葬儀の意味 違 があることを指摘している〔蒲池
　
一九九七〕 。今の筆者にはそれを明らかにする力はないが、少なくとも、 「魂」には、体から抜け出












































































































































































































































The record about a funeral ceremony held at the end of the Edo era is 
left in Shimosaba GifuCity. This record about the expense that it cost for 
a funeral ceremony in detail, and know what the funeral ceremony of the 
person who died in the busy season for farmers divides it as“the temporary 
funeral ceremony”“the formal funeral ceremony”according to the record 
in the busy season for farmers, and was performed. Moreover, empty 
cremation（Kara-dabi）was performed by“the formal funeral ceremony”
though corpse processing was carried out by“the temporary funeral 
ceremony”. The scale included the difference between“the temporary 
funeral ceremony”and“the formal funeral ceremony”. It may be said 
that“the formal funeral ceremony”aim at the social forwarding by the 
villager. However, it may be said that the purpose of funeral ceremony was 
forwarding of the souls because empty cremation was carried out by “the 
formal funeral ceremony”.
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